
歯
科
医
師
、
歯
学
博
士 

伊
賀
市
上
野
桑
町
で
開
業
。
伊
賀
市
環

境
保
全
市
民
会
議 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
作
成
委
員
会 

委
員

長
。
環
境
省
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員
。
日
本
鳥
学
会
、

日
本
生
態
学
会 

会
員
他
。
著
書
に
「
風
力
発
電
の
不
都
合
な
真

実
」(

ア
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
刊)

な
ど
が
あ
る
。

武
田
恵
世

『
キ
ビ
タ
キ
』

６
月
は
野
鳥
の
囀
り(

さ
え
ず
り)

の

最
盛
期
で
す
。
写
真
は
キ
ビ
タ
キ
と

言
う
夏
鳥
で
、
伊
賀
で
は
青
山
高
原

に
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。
４
月
下
旬
頃
に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

日
本
に
渡
っ
て
き
て
、
コ
ナ
ラ
や
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹
林
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
森
林
の
中
層
の
よ
く
茂
っ
た
あ
た
り
に
い
る

の
で
、
中
々
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
囀
り
は
「
ピ
ッ
コ
ロ

リ
ー
、
ピ
ッ
コ
ロ
リ
ー
」
ま
た
は
「
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ー
シ
、
ツ
ク

ツ
ク
ホ
ー
シ
」
と
聞
こ
え
る
、高
い
大
き
な
美
声
で
す
。
雄
は
、

喉
が
原
色
の
オ
レ
ン
ジ
色
、
そ
し
て
黄
色
、
黒
色
、
白
の
き
れ

い
な
模
様
で
す
。
こ
の
鮮
や
か
な
模
様
は
森
の
中
で
は
迷
彩
色

に
な
る
よ
う
で
す
。
黄
色
と
黒
と
、
色
の
差
が
大
き
い
の
で
木

漏
れ
日
の
中
で
は
鳥
の
形
に
見
え
に
く
い
よ
う
で
す
。
雌
は
オ

リ
ー
ブ
色
を
帯
び
た
薄
茶
色
で
、
下
面
は
白
色
の
地
味
な
渋
い

色
合
い
で
す
。
雌
は
更
に
迷
彩
色
を
極
め
て
い
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
色
の
違
い
は
、
実
は
婚
活
の
た
め
で
す
。
野
鳥

の
多
く
は
雌
が
雄
を
選
ぶ
権
利
が
あ
っ
て
、
雌
は
、
子
育
て
に

良
い
場
所
に
住
ん
で
い
て
、
色
の
き
れ
い
な
、
鳴
き
声
の
美
し

い
、
求
愛
ダ
ン
ス
を
作
法
通
り
に
キ
チ
ン
と
踊
れ
る
雄
を
選
ん

で
結
婚
し
ま
す
。
雌
は
気
に
入
っ
た
雄
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、

じ
っ
く
り
品
定
め
を
し
て
、
雄
が
く
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
気
に

入
る
と
受
け
取
っ
て
オ
ー
ケ
ー
の
サ
イ
ン
を
出
し
ま
す
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
多
く
は
新
鮮
な
虫
で
す
。
雄
の
な
わ
ば
り
争
い
は
か

な
り
激
し
く
、
く
ち
ば
し
を
パ
チ
パ
チ
と
鳴
ら
し
て
威
嚇
し
た

り
、
ブ
ー
ン
と
蜂
の
よ
う
な
羽
音
を
出
し
て
追
い
か
け
た
り
、

地
面
で
取
っ
組
み
合
っ
た
り
と
必
死
で
す
。
食
べ
物
は
主
に
昆

虫
類
で
す
。
特
に
、
枝
先
で
待
っ
て
い
て
、
飛
ん
で
い
る
虫
を

見
つ
け
る
と
サ
ッ
と
飛
び
上
が
っ
て
捕
ま
え
、
ま
た
元
の
枝
に

戻
る
、
フ
ラ
イ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
と
言
う
捕
り
方
を
得
意
と
し
て

い
ま
す
。
梅
雨
の
晴
れ
間
に
、
ぜ
ひ
美
し
い
囀
り
を
聞
き
、
婚

活
ぶ
り
と
フ
ラ
イ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
を
見
に
、
伊
賀
の
周
囲
の

山
々
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

伊
賀
の
自
然

伊
賀
の
自
然

伊
賀
の
自
然
第 3回

武
田
恵
世

撮影：安藤宜朗

さ
て
今
回
は
、
伊
賀
盆
地
の
中
央
に
あ
る
久
米
山
で
す
。
標

高
１
９
１
・
２
ｍ
、
昭
和
の
市
町
村
大
合
併
（
１
９
５
３
〜

１
９
６
１
年
）
ま
で
あ
っ
た
久
米
村
の
中
心
で
し
た
。
写
真

は
、
あ
る
日
の
夕
暮
れ
に
最
高
峰
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
名
阪
国
道
が
貫
い
て
い
る
と
こ
ろ
を

含
め
て
古
墳
が
多
い
山
で
、
古
代
に
は
重
要
な
場
所
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
室
町
時
代
ま
で
は
大
き

な
寺
院
や
城
塞
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
私
は
小
学
校
の
頃
か

ら
上
野
桑
町
で
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
夏
休
み
に
は
早
起
き

を
競
い
合
っ
て
、平
家
や
源
氏
を
捜
し
に
通
っ
た
も
の
で
す
。

平
家
と
は
カ
ブ
ト
ム
シ
、
源
氏
と
は
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
こ
と

で
す
。
主
に
夜

行
性
な
の
で
、

朝
出
来
る
だ
け

早
く
に
、
朝
露

や
マ
ム
シ
な
ど

を
物
と
も
せ
ず

に
ポ
イ
ン
ト
に

行
っ
た
子
が
勝

ち
だ
っ
た
の
で

す
。
６
月
の
末

か
ら
、
虫
と
り

シ
ー
ズ
ン
が
は

じ
ま
り
ま
す
。

伊
賀
の
山
並
み

久米山の夕暮れ

『キビタキ』


